
自動車検査用機械器具の保守管理要領等

機器

測定上の注意事項

点 検 要 領

保 守 要 領

   いこと。 タル表示部のゼロ 合わせる。    や湿気の多い場所

保守上の注意事項の
点検箇所 仕 業

３ か 月 ６ か 月

名称
  仕業点検に次の点検を   ３か月点検に次の点検を

  加えたもの   加えたもの

（ﾛ）踏板上でハンド 点を点検する。    を避けること。

サ

イ

ド

ス

リ
ッ

プ

・

テ

ス

タ

（ｲ）許容輪荷重以上 指示計 電源を入れた状態 くるっている場合は、ゼ（ｲ）指示部は、直射

   の自動車を載せな で、指針又はデジ ロ調整ねじ等でゼロ点に    日光の当たる場所

   こと。 ／ｍ程度動かし、 合わせる。    しておくこと。

急に離した後のゼ （ﾊ）テスタ内部に、

   ルを切ったり、ブ 電源を入れ、踏板 くるっている場合は、ゼ（ﾛ）使用しないとき

   レーキをかけない をイン側に３ｍｍ ロ調整ねじ等でゼロ点に    は、踏板をロック

本体及び周 オイル、小石、泥 付着している場合は、清（ﾆ）テスタの上に駐

囲 等の付着がないか 掃し除去する。    車しないこと。

ロ点を点検する。    泥土、ゴミ等が入

アウト側も同様に    らないようにする

点検する。    こと。

不良箇所がないか もは交換する。

を点検する。

警報装置 設定値（５目盛） ブザー、電球、リミット

を点検する。 （ﾎ）テスタに水をか

コード類 損傷等による接続 接続不良、断線のあるも    けないこと。

各リンク機 作動状態及び 作動が悪い場合は、清掃

構及び復元 踏板の戻り具 し注油する。戻りの悪い

（判定部） でブザー吹鳴及び ・スイッチ等が不良の場

ランプ点灯を点検 合は交換する。

する。

を行い不良部品は交換す

板 がた、ゆるみ、る。

装置 合を点検する｡ 場合は、復元スプリング

を調整する。

ローラ・レ 踏板を外し、 各部を清掃、増締、注油

ブ

レ
ー

キ

・

テ

ス

タ

（ｲ）許容輪荷重以上 指示計 ローラを無負荷状

   いこと。 針のゼロ点を点検

   ヤを中立にするこ

ース及び踏 各部の汚れ、

ギヤ・ボッ オイルの量を点検 オイルの汚れ

くるっている場合は、ゼ（ｲ）指示部は、直射

   の自動車を載せな 態で回転させ、指 ロ調整装置等でゼロ点に    日光の当たる場所

錆、摩耗等の

有無を点検す

る。

   けないこと。（特

   と。 かを点検する。 　 に検出部分）

合わせる。    や湿気の多い場所

（ﾛ）測定中は、エン する。    を避けること。

   ジンをかけ変速ギ ローラ オイル、泥、水等 付着している場合は、清（ﾛ）テスタに水をか

不足している場合は、メ

クス及びダ する。 を点検する。 ーカー指定油を補給し、

が付着していない 掃して除去する。

作弁及びコ 動し、エア漏れが れがある場合、メーカー

ンプレッサ ないかを点検する。 に修理を依頼する。

ッシュ・ポ 汚れている場合は、交換

ット する。

リフト・操 リフトが円滑に作 作動が悪い場合やエア漏

油量を点検する。 油を補給する。

コード類 損傷等による接続 接触不良、断線のあるも

不良箇所がないか のは交換する。

コンプレッサのフ 汚れのひどい場合は、外

ィルタの水抜き、 して清掃する。油量不足

汚れ及びオイルの の場合は、メーカー指定

アリング 傷を点検する。る。グリース・ニップル

付きのものには、メーカ

ー指定のグリースを封入

する。

を点検する。

ローラ及び ローラを回転 異音、損傷のある場合は、

ローラ・ベ させ異音、損 メーカーに修理を依頼す

れ具合、張り

等を点検する。

Ｖベルト 汚れ、張り、 汚れている場合は、清掃

及び損傷等を してから張りを調整する。

チェーン チェーン・カ 汚れている場合は、清掃

バーを外して、してから給油する。伸び

チェーンの汚 のひどい場合は交換する。

点検する。 損傷のあるものは交換す

る。

速

度

計

（ｲ）許容輪荷重以上 指示計 ローラが停止して くるっている場合は、ゼ（ｲ）指示部は、直射

   の自動車を載せな いる状態で、指針 ロ調整ねじ又はゼロ調整    日光の当たる場所

   いこと。 の機械的ゼロ点及 ボリュームでゼロ点に合    や振動、湿気の多



試

験

機

 （モータリング型は、 び電気的ゼロ点を わせる。 　 い場所を避けるこ

   駆動可能輪荷重に 点検する。    と。

   注意すること。） ローラ オイル、水、泥等 付着している場合は、清（ﾛ）試験機に水をか

   車しないこと。

   持し、直進状態を 作弁及びコ 動し、エア漏れが れがある場合、メーカー

（ﾛ）前輪駆動車は、 が付着していない 掃して除去する。    けないこと。

   ステアリング・ホ かを点検する。 （ﾊ）試験機の上に駐

   保つこと。 ンプレッサ ないかを点検する。 に修理を依頼する。

（ﾊ）モータリング型 コンプレッサのフ 汚れのひどい場合は、外

   イールを確実に保 リフト・操 リフトが円滑に作 作動が悪い場合やエア漏

   る場合は、クラッ 油量を点検する。 油を補給する。

   チでローラとモー コード類 損傷等による接続 接触不良、断線のあるも

   で、駆動装置を使 ィルタの水抜き、 して清掃する。油量不足

   用しないで試験す 汚れ及びオイルの の場合は、メーカー指定

   タを切り離して行 不良箇所がないか のは交換する。

   うこと。 を点検する。

（ﾆ）高速連続運転試 ローラ及び ローラを回転 異音、損傷のある場合は、

   し高めとすること。 び回転が円滑 付きのものには、メーカ

であるかを点 ー指定のグリースを封入

検する。 する。

   験の場合には、タ ローラ・ベ させ異音、損 メーカーに修理を要請す

   イヤの空気圧を少 アリング 傷等の有無及 る。グリース・ニップル

・ローラ を点検する。 ド・ローラに注油する。

ガイド・ロー

ラが円滑に回

転するか点検

ジョイント ジョイントの ゆるんでいる場合は、取

及びガイド がた、ゆるみ 付部を増締めする。ガイ

リングのゆる

みを点検する。

ベルトの張り、 ゆるんでいる場合は、張

損傷を点検す りを調整し、損傷のある

する。

指示検出部 検出器の取付 ゆるんでいる場合は、取

状態、カップ 付部を増締めする。

一

酸

化

炭

素

測

定

器

・

炭

化

水

素

測

定

器

（ｲ）測定中、エンジ 指示計 指針式表示は、電 くるっている場合は、ゼ（ｲ）振動の多い場所

   ンの空ぶかしをし 源を入れない状態

る。 ものは交換する。

　 測定が終了したら ロ点を点検する。 （ﾛ）湿気の多い場所

   直ちにプローブを デジタル表示式は、 デジタル表示の一部が消    や温度変化の激し

ロ調整ねじでゼロ点に合    や傾斜地への設置

   ないこと。また、 で指針の機械的ゼ わせる。    は避けること。

（ﾛ）有機溶剤や油の が正常に表示して （ﾊ）スパンガスは毒

   あるところで測定 いるかを点検する。    性が強いので、取

   排気管から抜き取 電源を入れ、デジ えている場合は、メーカ　 い場所への設置は

   ること。 タル表示の各数字 ーに修理を依頼する。 　 避けること。

   しないこと。 校
正

（１）ゼロ 電源を入れ、必要 くるっている場合は、ゼ　 扱に注意すること。

（ﾊ）導管を折り曲げ 校正 な暖機を行い、清 ロ調整ねじでゼロ点に合（ﾆ）１日の測定が終

   て測定しないこと。 浄空気を吸引させ わせる。調整できない場    了した場合は、３

（ﾆ）プローブ、導管 てゼロ点を点検す 合は、メーカーに修理を　 ０分程度清浄空気

   が低濃度用と高濃 る。 依頼する。 　 を吸引させ、測定

   度用に区分されて （２）簡易 簡易校正スイッチ 作動が悪い場合は、メー    器内の残存ガスを

   いるものは、それ 校正装置を入れ、作動状態 カーに修理を依頼する。    十分に除去してか

   ぞれ使い分けるこ 及び指示値を点検 指示値がくるっている場    ら電源を切ること。

   ブを排気管から抜 （３）スパ スパンガスを注入 くるっている場合は、ス

   き取り、指示値が ン校正 し、指示値を点検 パンガス調整つまみで校

   と。 する。 合は、スパン調整つまみ

（ﾎ）連続して測定す で簡易校正指示値に合わ

   る場合は、プロー せる。

（ﾍ）測定中は換気に  指定に する。） カーに修理を依頼する。

   注意すること。  よる

   ゼロになってから  頻度は する。（方法は、 正基準値に合わせる。調

   測定すること。  メーカ 取扱説明書を参照 整できない場合は、メー

計） を手で覆い作動状 る。

態を点検する。

プローブ及 つぶれ、割れ、つ つぶれ、割れ等があるも

（ﾄ）プローブを床に フロー・モ 導管をガス入口か 正常に作動しない場合は、

   おかないこと。 ニタ（流量 ら外し、ガス入口 メーカーに修理を依頼す

で清掃する。

フィルタ 汚れの状態を点検 汚れている場合は、交換

する。 する。

び導管 まり、汚れ等を点 のは、同一形状のものと

検する。 交換し、汚れ、つまりの

ある場合は、圧縮空気等

量を点検する。 外して排水し清掃する。

コード類 損傷などによる接 接触不良、断線のあるも

ポンプ 異音がないかを点 異音がある場合は、メー

検する。 カーに修理を依頼する。

水分離器 たまっている水の 水がたまっている場合は、



触不良がないかを のは交換する。

点検する。

黒

煙

測

定

器

（ｲ）ペダル、スイッ 指示計 電源を入れない状 くるっている場合は、ゼ

　 測定すること。 電源を入れ、必要 調整ができない場合は、

（ｲ）測定器は、直射

   チは、必ず加速ペ 態で指針の機械的 ロ調整ねじで１００％の    日光の当たる場所

   ダルに取り付けて ゼロ点を点検する。 位置に合わせる。    や振動、湿気の多

　 い場所を避けるこ

（ﾛ）検出部は、ろ紙 な暖機を行い、附 検出部の清掃又は電球を    と。

   に密着させて測定 属標準紙に検出部 交換する。（メーカー指（ﾛ）ろ紙及び校正用

   キャップを付けた 属標準紙の汚染度    ほこりの多い場所

   ままで採取するこ 数値に指針又はデ    に保管しないこと。

   すること。 をあて、指示調整 定のもの）    標準紙は、直射日

（ﾊ）プローブの先端 つまみを回して附    光等にさらしたり、

   て採取しないこと。 か点検する。    よい。）

プローブ及 つぶれ、割れ、つ つぶれ、割れ等があるも（ﾊ）導管の長さは、

   と。 ジタル数値を合わ  （校正用標準紙は定

（ﾆ）導管を折り曲げ せることができる    期的に交換すると

合は、軽油等で清掃する。   更をしないこと。

空気圧調整 制御圧を点検する。 メーカー指定圧力に調整

器（ないも する。

び導管 まり、汚れ等を点 のは交換し、汚れ（カー    ５ｍと規定されて

検する。 ボンの付着等）が多い場    いるので長さの変

圧調整器、導管の接続状

態を点検する。

吸引ポンプ 作動状態を点検す 円滑に作動しない場合は、

及びペダル る。 ペダル・スイッチの導通

のは除く。）

エア・パー エア・パージの作 作動しない場合は、コン

ジ機構 動状態を点検する。 プレッサの圧力計、空気

は除く。） る。

作動が悪い場合は、メー

カーに修理を依頼する。

コード類 損傷等による 接触不良、断線のある場

スイッチ を点検する。

紙送り装置 ろ紙の有無及び作 ろ紙がない場合は、メー

（ないもの 動状態を点検する。 カー指定のものを補給す

接続不良箇所 合は、交換する。

がないかを点

検する。

オ

パ

シ

メ
ー

タ

（ｲ）検出部は直射日 指示部 電源に充電池を使 充電不足の場合は取扱説

   に設置すること。 る。 カーに修理を依頼する。    場所や高温、高湿

（ﾛ）導管を折り曲げ 電源を入れ、デジ デジタル表示の一部が消    直射日光の当たる

（ｲ）振動や衝撃を与

   光や排出ガスが直 用しているものは、 明書に基づき充電する。    えないこと。

   接当たらない場所 充電状態を点検す 充電できない場合はメー（ﾛ）ほこりのかかる

   になるので、取り るかを点検する。 （ﾊ）プローブ及び導

   扱いに注意するこ 暖機運転の終了後、 不良の場合はメーカーに    管は専用のものを

   て測定しないこと。 タル表示の各部が えている場合は、メーカ    場所に保管しない

（ﾊ）プローブは高温 正常に表示してい ーに修理を依頼する。    こと。

   と。

を点検する。 取扱説明書に基づき解除

   と。 ゼロ指示を点検す 修理を依頼する。    使用し、導管の長

（ﾆ）測定中は換気に る。    さを変更しないこ

する。解除できない場合

はメーカーに修理を依頼

する。

各スイッチの作動 不良の場合はメーカーに

状態を点検する。 修理を依頼する。

   注意すること。 エラー表示の有無 エラー表示がある場合は

検出部 レンズ、ミラー、 汚れのあるものはクリー

保護ガラスの汚れ ニングペーパーなどで清

自動測定モードを 不良の場合はメーカーに

備えているものは 修理を依頼する。

測定開始操作で測

定を開始すること

を点検する。

プローブ及 つぶれ、割れ、つ つぶれ、割れのあるもの

び導管 まり、汚れなどを は同一形状のものと交換

動状態を点検する。 修理を依頼する。

【１ヶ月点検】 汚れている場合は、附属

測定セル内の のブラシで清掃する。

汚れの状態を

点検する。

ダがあるものは、 態に調整する。

ホルダの取り付け

状態を点検する。

掃気用ファンの作 不良の場合はメーカーに

及び損傷などを点 掃し、損傷のあるものは

検する。 交換する。

保護ガラスのホル 不良の場合は、正常な状



コード類 損傷などによる接 不良の場合はメーカーに

点検する。 し、つまり、汚れのある

場合は布又は圧縮空気な

どで清掃する。

プローブ固定金具 不良の場合はメーカーに

   を与えないこと。

（ﾛ）使用しないとき

続不良箇所がない 修理を依頼する。

かを点検する。

の作動状態を点検 修理を依頼する。

する。

   は、検定を受ける

   必要がある。）

（ﾎ）検定の有効期間

   を確認すること。

 （騒音計の検定有効

   期間は５年間）

   日光、湿気、衝撃

た赤枠内に入っていない

   こと。

（ﾎ）前照灯を点灯し

（ｲ）受光部は、直射

   場合は、副灯を遮 検する。 かい布等で清掃する。

   へいして測定する

置を点検する。 カーに修理を依頼し、ま

   態で測定すること。 検する。    と。

（ﾆ）４灯式前照灯の 汚れ、くもり等点

（ﾊ）自動車に運転者 光軸計の各指針の    は、受光部にカバ

   １名が乗車した状 機械的ゼロ点を点    ーをかけておくこ

ーカーに修理を依頼する。

る。

試験機を左右レール

測定器 マイクロホンを接 長期間使用しないと温度、

続し、測定状態で 湿度等の影響により故障

がくるっている場合は、

を点検する。

損傷等による接続 接触不良、断線のあるも

レンズ及び 汚れている場合は、軟ら

水準器 気泡の有無及び位 気泡のないものは、メー

反射鏡

る。

指示計 くるっている場合は、ゼ

ゼロ点を点検する。

電源を入れ必要な

電源を入れない状

態で指針の機械的

   受光部を照射し、

   光電池の感度が安

   定してから測定す レール 泥、小石等が付着

場合は、水準調整つまみ、

又はシム等で調整する。

付着している場合は、清

   い場所に置かない

していないかを点

検する。

作動の悪い場合は、除錆、

   場所での測定は避 圧及び増幅 制御ダイヤルを回 を回してセット位置に合    こと。

（ｲ）衝撃、振動等を

   振り切らせないよ    与えないこと。

   う高レンジから使 （ﾛ）直射日光の当た

   用すること。 指示制御ダ    る場所や湿気の多

   けること。 調整つまみ し、指示計のセッ わせる。合わない場合は、（ﾊ）マイクロホン及

（ﾊ）反射音、強風及 ト位置に指針がセ    びマイクロホン・メーカーに修理を依頼す

   び電磁作用等の影 ットされているか    コードは、音量指

   響を受けやすいの    示部（本体）と組

   で注意すること。    合せになっている

る。

コード類

   場合は、必ず校正

不良箇所がないか のは交換する。    ので他のものと交

を点検する。      換しないこと。（損

   傷等で交換をした

前

照

灯

試

験

機

（ｲ）床面は水平であ 指示計 光軸、光度スイッ くるっている場合は、ゼ

   ること。 チを切った状態（光 ロ調整ねじでゼロ点に合

（ﾛ）外部からの光の が入らないのと同 わせる。

   影響がないこと。 じ状態）で光度計、

音

量

計

（ｲ）最大目盛以上に

ロ調整ねじでゼロ点に合

わせる。

くるっている場合は、電

（ﾛ）暗騒音の大きな 圧及び増幅度調整つまみ

   ること。 掃し除去する。

清掃し注油する。

曲がりがある場合は、メ

曲がりがある場合、水平

に移動させ、

イヤル、電 暖機を行い、指示

車輪、支柱 作動が円滑で

及び昇降台 あるか（曲が

り、錆等の有

無）を点検す

曲がり、水平 メーカーに修理を依頼す

度を点検する。

   の大きさに適した い状態で指針の機 わせる。    マイクロホンは落

　 レンジを選択し、 械的ゼロ点を点検    とさないよう注意

騒

音

計

（ｲ）レンジ切り替え 指示計 アナログ式のもの くるっている場合は、ゼ（ｲ）衝撃や振動を与

   スイッチで、騒音 は、電源を入れな ロ調整ねじでゼロ点に合    えないこと。特に

   の反射や、強風、 は、交換する。    場所や高温、高湿、

   強い電界･磁界(電 校正装置 電源を入れ、ファ 調整できない場合は、メ    直射日光の当たる

   測定すること。 する。    すること。

（ﾛ）壁などによる音 電池 液漏れを点検する。 電池が劣化している場合（ﾛ）ほこりのかかる

   る影響を受けない し、校正用ボリュ （ﾊ）長期間使用しな

   場所で測定するこ ームで校正レベル    い場合は、電池を

   気機械類の近くな ンクションスィッ ーカーに修理を依頼する。   場所には保管しな

   ど）及び振動によ チをＣＡＬ位置に    いこと。

   と。 値に調整できるか    取り出しておくこ

（ﾊ）暗騒音の大きな    と。

   場所での測定は避 マイクロホ ほこり等が付着し ほこり等が付着している（ﾆ）マイクロホンは、

を点検する。

コード類 不良の場合は、メーカー    他のものと交換し

に修理を依頼する。    ないこと。（損傷

   等で交換した場合

触不良箇所がない

かを点検する。

   けること。 ン ていないかを点検 場合は清掃する。    本体と組み合わせ

する。    になっているので、

損傷などによる接



入力部

（ｲ）検査に必要な
   情報を一つ以上
   の方法で入力で
   きること。
（ﾛ）全ての付属品
   等が備わってい
   ること。また、
   付属品等の機能
   が良好であるこ
   と。

キーボード等を使
用して検査に必要
な情報が入力でき
ること。

自動車検査証に記
載されている二次
元バーコード等、
車両の検査に必要
な情報を正確にソ
フトウエアへ入力
できること。

検
査
用
ス
キ
ャ

ン
ツ
ー

ル

（ｲ）接続前に、Ｖ
　 ＣＩコネクタに
　 端子折れや曲が
　 り、端子の口開
   き、コネクタ勘
   合面に異物噛み
   込み、割れや変
   形等、嵌合不良
   を生じる不具合
   が無いこと。
（ﾛ）ＶＣＩコネク
   タを車両診断コ
　 ネクタにしっか
   りと奥まで差し
   込むこと。

（ﾊ）ＯＢＤ検査用
   サーバーに接続
   していること。

正常であるかを点 燥を行う。

検する。

ほこり等が付着し

ソフトウエアを用
いて独立行政法人
自動車技術総合機
構の使用に係る電
子計算機に確実に
送信でき、かつ、
当該電子計算機か
ら継続検査用ＯＢ
Ｄとの通信に必要
な情報及び検査の
結果を確実に受信
できるものである
こと。

送受信

する。

その他 分離型にあって
は、接続するＰＣ
等に独立行政法人
自動車技術総合機
構が作成するソフ
トウエアが、イン
ストールされてい
ること。

自己診断機能を有
するものにあって
は、その機能が良
好であること。

表示部が、正常に
表示でき、破損等
がないこと。

起動させた際に初
期画面が表示でき
ること。

一体型にあっては、
メーカーに修理を依頼
する。

表示部（分
離型にあっ
てはＰＣ
等）

接続部 車両側に接続する
コネクタ等に汚れ
がないこと。

汚れている場合は清掃
をする。

約３０分間通電し、 の原因となるので内部乾    を受けること。）

（ﾆ）電池式のものは、

   使用しないときは

マイクロホ ほこり等が付着している    電池を外しておく

ン 場合は清掃する。    こと。ていないかを点検


